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【セッションNo．4】 

Delphi/400 テクニカルセッション 

開発者が知りたい実践プログラミングテクニック！ 

 

株式会社ミガロ. 

RAD事業部 技術支援課 

吉原 泰介 
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          サポートには月100件弱、年間1000件以上のお問合せ 

Delphi/400問合せ内容比率 

65% 

ｻｰﾄﾞﾊﾟｰﾃｨ 

12% 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ方法 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ 
2% 

環境・他連携 
21% 

ミガロ.HP 

メンテナンス専用ページ 

フィードバック 

開発者皆様でプログラムテクニックを更に共有いただきたい 

 Delphi/400テクニカルサポートより 
現場で役立つ実践プログラムテクニックをご紹介 
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【アジェンダ】 

Delphi/400 実践プログラミングテクニック 
 

• 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

 

• 【実践テクニック2】アプリケーション起動制御 
 

• 【実践テクニック3】 ネットワーク接続認証 
 

• 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 
 

• 【実践テクニック5】 開発環境便利機能 



第13回  
ミガロ．テクニカルセミナー 4－ 

 

【実践テクニック1】 
エクスプローラーの簡易組込 



第13回  
ミガロ．テクニカルセミナー 4－ 

 

 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

• エクスプローラー機能の実装 
WindowsのエクスプローラーをDelphi/400のアプリケーション内で
利用するには、通常はWindowsAPI等を使ってファイルやフォルダ
のリスト一覧を取得して、TreeView等で表示を実装します。 
 

 
 

もっと簡単に実装したい！ 
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 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

• ShellTreeViewコンポーネントの利用 
ShellTreeViewコンポーネントを使えば、エクスプローラの機能を 
5分で実装することができます。 

 
 
 

コンポーネントを 
貼り付ける 

コンパイルして 
実行する 
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 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

• ShellTreeViewコンポーネントの組込み手順 
ShellTreeViewコンポーネントはDelphi/400 V2007まで標準で組み込まれていま
すが、V2009以降はソースでのみ提供されています。 

 
V2009以降のバージョンをお使いに場合には、以下のコンポーネントの 
パッケージファイル（dclshlctrls.dpk）を参考に組み込む必要があります。 

 
 
 【V2009】 
 C:¥Users¥Public¥Documents¥RAD Studio¥6.0¥Demos¥DelphiWin32¥VCLWin32¥ShellControls 

 【V2010】 
   C:¥Users¥Public¥Documents¥RAD Studio¥7.0¥Demos¥DelphiWin32¥VCLWin32¥ShellControls 

 【VXE】 
   C:¥Users¥Public¥Documents¥RAD Studio¥8.0¥Samples¥Delphi¥VCL¥ShellControls 

 【VXE3】 
   C:¥Users¥Public¥Documents¥RAD Studio¥10.0¥Samples¥Delphi¥VCL¥ShellControls 
  ※ WindowsXPではC:¥Documents and Settings¥All Users¥Documents¥RAD Studioで読み替え下さい。 

 
 
 
 

～ dclshlctrls.dpkのバージョン毎パス ～ 
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 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

• ShellTreeViewコンポーネントの組込み手順 
 
①dclshlctrls.dpkを開き、プロジェクトマネージャ上で 
  右クリックのメニューからインストールを実行  
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 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

• ShellTreeViewコンポーネントの組込み手順 
 
②メニューの[ツール|オプション]よりライブラリを選択し 
  ライブラリリストに①のコンポーネントパスを追加 
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関連コンポーネントの 
連動設定 
 
 
 
 
 

 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

• ShellTreeViewコンポーネントのプロパティ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
選択しているフォルダパスは  pathプロパティでアクセスできます。 

 
 
 
 

ルートフォルダのパス 

イメージ表示 
 
 
 

ShellCombobox 

ShellListView 

True False 
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• ShellTreeViewコンポーネントサンプル 
 
 
 
 
 

 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

ShellCombobox→ 

ShellTreeView → 

←ShellListView 

連動 

連動 

選択したら 
パスを表示 
（ソースは次頁） 

選択したフォルダパスをEdit（edtPath）に出力 
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• ShellTreeViewコンポーネントサンプル 
 
 
 
 
 

 【実践テクニック1】エクスプローラーの簡易組込 

 
 
procedure TfrmT1.ShellTreeView1Change(Sender: TObject; Node: TTreeNode); 
begin 
  //エディットに選択したフォルダパスを設定 
  edtPath.text := ShellTreeView1.Path; 
end; 

ShellTreeViewの選択イベント処理（ソース） 
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【実践テクニック2】 
アプリケーション起動制御 
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 【実践テクニック2】アプリケーション起動制御 

• アプリケーション起動制御 
EXEアプリケーションはダブルクリックすると基本的には 

制限なく起動するため、同じアプリケーションを複数起動する 
ことができます。 
照会系アプリケーションで複数同時起動は便利ですが、 
更新系アプリケーションでは複数同時に実行されると整合性で 
不都合となる場合もあります。 
 
 

 
1つ目の起動 

2つ目の起動を制御したい！ 
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 【実践テクニック2】アプリケーション起動制御 

• アプリケーション起動の制御 

program T41; 
 
uses 
  Forms, 
  Windows,  //追加が必要 
  T41frm in 'T41frm.pas' {frmT41}; 
 
{$R *.res} 
 
const 
  MutexName ='App1';  //特定できるMutex名を設定 
var 
  hMutex: THandle; 
begin 
  //対象Mutex名の起動数をチェック 
  hMutex := OpenMutex(MUTEX_ALL_ACCESS, False, MutexName); 

起動数チェック 

アプリケーション起動処理1（プロジェクトソース） 

Mutexとは、MUTual EXclusion(相互排他)の省略形 
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 【実践テクニック2】アプリケーション起動制御 

• アプリケーション起動の制御 

 //Mutexの起動数が0以外であればエラー 
  if hMutex <> 0 then 
  begin 
    MessageBox(Application.Handle, '既にアプリケーション1が起動しています。', 
               'テクニカルセミナーサンプルプログラム', MB_OK); 
    //エラーメッセージ表示 
    Exit; 
  end; 
 
  //Mutexを生成 
  hMutex := CreateMutex(nil, False, MutexName); 
  try 
    Application.Initialize; 
    Application.CreateForm(TfrmT41, frmT41); 
  Application.Run; 
 
  finally 
    ReleaseMutex(hMutex); 
  end; 
end. 

アプリケーション起動処理1（プロジェクトソース） 

起動数があればエラー 

起動時にMutexを生成 

終了時にMutexを破棄 
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 【実践テクニック2】アプリケーション起動制御 

• アプリケーション起動の制御 応用 

program T42; 
 
uses 
  Forms, 
  Windows, 
  T42frm in 'T42frm.pas' {frmT42}; 
 
{$R *.res} 
 
const 
  MutexName1 ='App1';  //特定できるMutex名を設定 
  MutexName2 ='App2';  //特定できるMutex名を設定 
 
var 
  hMutex: THandle; 
Begin 
 
 
 

アプリケーション起動処理2  応用（プロジェクトソース） 

起動数チェックの対象を 
増やせば、他のアプリを 
考慮した起動制御も可能 
 
Ex.) 受注入力アプリを起動していたら、
月次処理アプリを起動制限 
 
 
 
 
 
 
 
 

受注入力中は 
月次アプリ起動を制限 
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 【実践テクニック2】アプリケーション起動制御 

• アプリケーション起動の制御 応用 

 //対象Mutex名の起動数をチェック 
  hMutex := OpenMutex(MUTEX_ALL_ACCESS, False, MutexName1); 
  //Mutexの起動数が0以外であればエラー 
  if hMutex <> 0 then 
  begin 
    MessageBox(Application.Handle, '既にアプリケーション1が起動しています。', 
               'テクニカルセミナーサンプルプログラム', MB_OK); 
    //エラーメッセージ表示 
    Exit; 
  end; 
 
  //対象Mutex名の起動数をチェック 
  hMutex := OpenMutex(MUTEX_ALL_ACCESS, False, MutexName2); 
  //Mutexの起動数が0以外であればエラー 
  if hMutex <> 0 then 
  begin 
    MessageBox(Application.Handle, '既にアプリケーション2が起動しています。', 
               'テクニカルセミナーサンプルプログラム', MB_OK); 
    //エラーメッセージ表示 
    Exit; 
  end; 

アプリケーション起動処理2  応用（プロジェクトソース） 

起動数チェック① 

起動数チェック② 
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 【実践テクニック2】アプリケーション起動制御 

• アプリケーション起動の制御 応用 
 
 
 
 //Mutexを生成 
  hMutex := CreateMutex(nil, False, MutexName2); 
  try 
    Application.Initialize; 
    Application.CreateForm(TfrmT42, frmT42); 
   Application.Run; 
 
  finally 
    ReleaseMutex(hMutex); 
  end; 
 
end. 
 
 
 
 

アプリケーション起動処理2  応用（プロジェクトソース） 
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【実践テクニック3】  
ネットワーク接続認証 
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 【実践テクニック3】ネットワーク接続認証 

• ネットワーク接続認証 
ＩＢＭ i 接続時にログオン認証が必要なように、ネットワーク上でも 
リモートPCやファイルサーバに認証が必要な場合があります。 
例えばファイルサーバから最新のＥＸＥやExcelなどを 
コピーする場合に、接続が認証がないとエラーとなります。 

 

認証   

プログラムでリモート接続を認証したい！ 

認証ができていないと 
エラーやフリーズと 
なり、処理できません 



第13回  
ミガロ．テクニカルセミナー 4－ 

 

• ネットワーク接続認証API 
ネットワークでの接続認証にはWindowsAPIの
WNetAddConnection2を利用すれば実現することができます。 
また同様にWNetCancelConnection2を利用すれば、 
接続の切断を行うこともできます。 
(WebアプリでもWebサーバで活用できます。) 
 
 
 
 

 

 【実践テクニック3】ネットワーク接続認証 

応用すればドライブ割当も可能 
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• WNetAddConnection2 接続APIのパラメータ 

   
 

 

 

• WNetCancelConnection2 切断APIのパラメータ 
 
 
 
 
 
 ※どちらのAPIも結果としてdWORDを返却します。 
 

 【実践テクニック3】ネットワーク接続認証 

WNetAddConnection2( 
       lpNetResource,                                // 接続リソース 
   lpPassword,                                      // パスワード 
       lpUserName,                                    // ユーザー名 
       dwFlags)                                            // 種類 

WNetCancelConnection2( 
       lpName                                             // 接続先（接続資源) 
   dwFlags,                                           // 種類 
   fForce)                                   //  無条件切断オプション 
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 【実践テクニック3】ネットワーク接続認証 

• ネットワーク接続処理 

procedure TfrmT3.Button1Click(Sender: TObject); 
var 
  netres : TNetResource; //接続リソース 
  host   : string;       //ホスト名 
  ret    : DWord;        //処理結果 
begin 
  //接続リソースの作成 
  FillChar(netres, SizeOf(netres s), 0); 
  netres.dwType := RESOURCETYPE_DISK; 
  host := '¥¥' + edtHost.text + '¥IPC$'; 
  netres.lpRemoteName := PChar(host); 
 
  //接続 
  ret := WNetAddConnection2(netres, PChar(edtPass.text), PChar(edtUser.text), 
                                     CONNECT_UPDATE_PROFILE); 

接続先は接続リソースの 
lpRemoteNameに指定 

接続ボタン押下処理（ソース） 

ホスト名には¥IPC$を付与 
（Inter-Process Communication、プロセス間通信） 

接続リソースのタイプは 
RESOURCETYPE_DISKを指定 

種類にはCONNECT_UPDATE_PROFILE
を指定してプロファイルを更新 
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 【実践テクニック3】ネットワーク接続認証 

• ネットワーク接続処理 

 //エラー処理 
  if ret <> NO_ERROR then begin 
    case ret of 
     ERROR_SESSION_CREDENTIAL_CONFLICT: 
       begin 
         showmessage('既に共有リソースに接続されています'); 
       end; 
     else 
       begin 
         showmessage( 'エラー:' + IntToStr(ret) ); 
       end; 
    end; 
  end; 
end; 

既に接続リソースが 
ある場合 

接続ボタン押下処理（ソース） 

それ以外はエラー 
番号を表示 
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 【実践テクニック3】ネットワーク接続認証 

• ネットワーク切断処理 

procedure TfrmT3.Button2Click(Sender: TObject); 
var 
  host : string;    //ホスト名 
  ret  : DWord;     //処理結果 
begin 
  //切断ホスト設定 
  host := '¥¥' + edtHost.text + '¥IPC$'; 
  //切断 
  ret := WNetCancelConnection2(PChar(host), CONNECT_UPDATE_PROFILE, False); 
  //エラー処理 
  if ret <> NO_ERROR then begin 
    case ret of 
     ERROR_OPEN_FILES: 
       begin 
         showmessage('共有リソースに接続しているため切断できません'); 
       end; 
     else 
       begin 
         showmessage( 'エラー:' + IntToStr(ret) ); 
       end; 
    end; 
  end; 
end; 

切断ボタン押下処理（ソース） 

接続中で切断が 
できない場合 

それ以外はエラー 
番号を表示 

種類にはCONNECT_UPDATE_PROFILE
を指定してプロファイルを更新 
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 【実践テクニック3】ネットワーク接続認証 

• ネットワークドライブ割当処理（応用） 

procedure TfrmT3.Button3Click(Sender: TObject); 
var 
  netres : TNetResource; //接続リソース 
  host   : string;       //ホスト名 
  ret    : DWord;        //処理結果 
begin 
  //接続リソースの作成 
  FillChar(netres, SizeOf(netres), 0); 
  netres.dwType := RESOURCETYPE_ANY; 
  host := edtHost.text; 
  netres.lpRemoteName := PChar(host); 
  netres.lpLocalName  := PChar('K:'); 
  netres.lpProvider   :=nil; 
 
  //接続 
  ret := WNetAddConnection2(netres, PChar(edtPass.text), PChar(edtUser.text), 
                                     CONNECT_UPDATE_PROFILE); 

ローカルに割当する 
ドライブを指定 

ドライブ割当ボタン押下処理（ソース） 

ホスト名は割当フォルダを指定 
¥¥接続先¥共有フォルダ 

接続リソースのタイプは 
RESOURCETYPE_ANYを指定 

種類にはCONNECT_UPDATE_PROFILE
を指定してプロファイルを更新 
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 【実践テクニック3】ネットワーク接続認証 

• ネットワークドライブ割当処理（応用） 

 //エラー処理 
  if ret <> NO_ERROR then begin 
    case ret of 
     ERROR_SESSION_CREDENTIAL_CONFLICT: 
       begin 
         showmessage('既に共有リソースに接続されています'); 
       end; 
     else 
       begin 
         showmessage( 'エラー:' + IntToStr(ret) ); 
       end; 
    end; 
  end; 
 
end; 

ドライブ割当ボタン押下処理（ソース） 

ネットワークドライブを 
プログラムで追加 
（端末初期設定で便利） 
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【実践テクニック4】 
ファイルの圧縮・解凍 
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 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

• ファイルの圧縮・解凍 
ネットワークでファイルを配布・送受信する場合、 
ファイルのサイズがネットワークの負荷や待ち時間に 
大きく影響します。 
 
 
 
 
ファイルを圧縮して送信し、受信したものを解凍することが 
プログラムで実現できれば、ネットワーク上での負荷軽減や 
速度を向上させることができます。 
 
 

 

例えば10MBのＥＸＥファイルを100名のユーザーに 
配布する場合、1000MBの通信負荷がかかります。 

プログラムで自動圧縮・解凍したい！ 
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 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

• TurboPower Abbreviaコンポーネントの利用 
オープンソースのTurboPower Abbreviaに公開されている 
AbZipper/ AbUnZipperコンポーネントを使えば、 
圧縮・解凍を10分で実装することができます。 

 
【TurboPower Abbrevia】 
 http://sourceforge.net/projects/tpabbrevia/ 

ダウンロード 解凍展開 
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 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

• TurboPower Abbreviaコンポーネントの組込み手順 
 
①解凍フォルダ¥Abbrevia¥packages¥Delphi ＸＸX.groupproj 
 を開き、右クリックから「すべてビルド」を実行 

                   ※XXX部分はバージョン 
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 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

• TurboPower Abbreviaコンポーネントの組込み手順 
 
②プロジェクトマネージャ上でAbbreviaVCLDesignＸＸＸ.bplを、プロ
ジェクトマネージャ上で右クリックから「インストール」を実行  
                                               ※XXX部分はバージョン 
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 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

• TurboPower Abbreviaコンポーネントの組込み手順 
 
③メニューの[ツール|オプション]よりライブラリを選択し 
  ライブラリリストに解凍フォルダ¥Abbrevia¥sourceを追加 
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• ＡｂＺｉｐｐｅｒ（圧縮）コンポーネントのプロパティ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

圧縮対象のフォルダパス 

圧縮ファイル名 

圧縮パスワード 

圧縮作業（テンポラリ）フォルダ 
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• ＡｂUnＺｉｐｐｅｒ（解凍）コンポーネントのプロパティ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

解凍展開対象のフォルダパス 

解凍ファイル名 

解凍パスワード 

解凍作業（テンポラリ）フォルダ 
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• 圧縮・解凍プログラムサンプル 
 
 
 
 
 

 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

圧縮ファイル名 

パスワード 

圧縮対象フォルダ 

展開対象フォルダ 

圧縮 

解凍 
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• 圧縮・解凍プログラムサンプル 
 
 
 
 
 

 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

procedure TfrmT2.BitBtn1Click(Sender: TObject); 
var 
  chrTempPath : array [0..MAX_PATH] of char;  //テンポラリ取得用 
begin 
  //圧縮対象フォルダの設定 
  AbZipper1.BaseDirectory := edtZip.text; 
  //圧縮作業フォルダの設定（テンポラリフォルダ取得） 
  GetTempPath(Length(chrTempPath),chrTempPath); 
  AbZipper1.TempDirectory := chrTempPath; 
  //圧縮ファイル名設定 
  AbZipper1.Filename := edtFile.text + '.zip'; 
  //パスワード設定 
  AbZipper1.Password := edtPass.text; 
  //ファイルの追加（全拡張子ファイル） 
  AbZipper1.AddFiles('*.*', 0); 
  //圧縮 
  AbZipper1.Save; 
  AbProgressBar1.Reset; 
  //完了メッセージ 
  ShowMessage('圧縮が完了しました'); 
end; 

圧縮ボタン押下イベント処理（ソース） 

プロパティの設定 

圧縮実行 
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• 圧縮・解凍プログラムサンプル 
 
 
 
 
 

 【実践テクニック4】ファイルの圧縮・解凍 

procedure TfrmT2.BitBtn2Click(Sender: TObject); 
var 
  chrTempPath : array [0..MAX_PATH] of char; //テンポラリ取得用 
begin 
  //解凍展開対象フォルダの設定 
  AbUnZipper1.BaseDirectory := edtUnZip.text; 
  //解凍作業フォルダの設定（テンポラリフォルダ取得） 
  GetTempPath(Length(chrTempPath),chrTempPath); 
  AbUnZipper1.TempDirectory := chrTempPath; 
  //圧縮ファイル名設定 
  AbUnZipper1.Filename := edtFile.text + '.zip'; 
  //パスワード設定 
  AbUnZipper1.Password := edtPass.text; 
  //ファイル解凍展開 
  AbUnZipper1.ExtractFiles('*.*'); 
  AbProgressBar2.Reset; 
  //完了メッセージ 
  ShowMessage('解凍が完了しました'); 
end; 

解凍ボタン押下イベント処理（ソース） 

プロパティの設定 

解凍展開実行 
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【実践テクニック5】 
開発環境便利機能 
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• コードエディタの便利なショートカット 
 
 
 
 
 
 
 【一般】 

コードエディタ 

 【実践テクニック5】開発環境便利機能 

ショートカット 動作

F1 選択箇所のヘルプ検索。

F12 フォームとその関連するユニットを切り替える。

Ctrl+Shift+Enter 選択内容の使用箇所を検索。

Ctrl+Enter カーソル位置のファイルを開く。

Ctrl+J テンプレートメニューを開く。

Ctrl+F12 ユニットのリストを表示。

Ctrl+Shift+C クラス宣言に対応するクラス補完。

Ctrl+Space コード補完を開く。
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 【編集系】 

 

 

 

 
 
 

 【移動系】 

 
 

 
 
 
 
 

ショートカット 動作

Ctrl+/ 選択行に//(コメント)追加、解除。（Delphi2005以降で有効）

Ctrl+I タブ文字を挿入。

Ctrl+N 改行を挿入。

Ctrl+Y 選択行を削除。

Ctrl+Shift+I 選択されたブロックをインデント。

Ctrl+Shift+U 選択されたブロックのインデント解除。

[Alt]+[Backspace] 元に戻す。

[Alt]+[Shift]+[Backspace] やり直し。

 【実践テクニック5】開発環境便利機能 

ショートカット 動作

Ctrl+クリック 宣言部に移動。

Ctrl+Shift+↑ 宣言⇔実装に相互移動。

Ctrl+Shift+↓ 宣言⇔実装に相互移動。

Ctrl+数字キー(0～9指定) ブックマーク位置に移動。。

Ctrl+Shift+数字キー(0～9指定) カーソル位置にブックマークを設定。

Ctrl+PgDn 画面の最下部に移動。

Ctrl+PgUp 画面の最上部に移動。
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• FastMMによるメモリリーク調査 
Delphi 2006 からはメモリマネージャとして FastMMが 
組み込まれています。 
 
プロジェクトに1行組み込むだけで、プログラミングで 
気付いていないメモリリーク等を検出することができます。 
 

 【実践テクニック5】開発環境便利機能 

procedure TForm1.Button1Click(Sender: TObject); 
var 
  sl : TStringList; 
begin 
  sl := TStringList.Create; 
  sl.Add('AAA'); 
  sl.Add('BBB'); 
  sl.Add('CCC'); 
end; 

例)StringListの解放ミス 

CreateしたのにFreeを忘れている！ 
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• FastMMのメモリリーク検出 
 

 【実践テクニック5】開発環境便利機能 

アプリ終了時に 
エラー表示 

TStringListのメモリリークが 
発生していることが分かる！ 

エラー処理 
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• FastMMのソース組込 
 
 

 【実践テクニック5】開発環境便利機能 

program Project1; 
 
uses 
  Vcl.Forms, 
  Unit1 in 'Unit1.pas' {Form1}; 
 
{$R *.res} 
 
begin 
  ReportMemoryLeaksOnShutdown := True;  //1行追加 
 
  Application.Initialize; 
  Application.MainFormOnTaskbar := True; 
  Application.CreateForm(TForm1, Form1); 
  Application.Run; 
end. 
 
 

FastMMの組込（プロジェクトソース） 

この1行でFastMMが有効 
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ご清聴ありがとうございました。 


